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先
生
は
昭
和
二
十
二
年
九
州
高
等
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
宮
崎
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
さ
れ
、
そ
の
時
産
婦
人
科
を
専
門
と
す
る
こ
と
を

５認
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
勤
務
医
を
な
さ
っ
た
後
、
昭
和
二
十
八
年
学
位
を
と
ら
れ
、
宮
崎
市
内
で
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

誌
先
生
が
医
史
学
の
本
格
的
勉
強
を
始
め
ら
れ
た
の
は
開
業
後
で
あ
り
、
墓
地
を
整
理
す
る
た
め
の
調
査
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
の
こ
と

雑学
で
す
。
や
る
か
ら
に
は
こ
れ
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る
こ
と
を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
地
域
医
療
の
傍
ら
、
持
ち
前
の
集
中
力
と
持
久

史医

力
で
、
特
に
宮
崎
地
方
の
医
史
学
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
宮
崎
市
郡
医
師
会
は
創
立
八
○

本日５２１

五
歳
で
し
た
。

本
会
評
議
員
田
代
逸
郎
先
生
は
平
成
十
年
六
月
十
四
日
、
自
宅
で
ご
家
族
の
手
厚
い
看
護
の
中
を
安
ら
か
に
逝
か
れ
ま
し
た
。
享
年
七
十

追
悼
ユ
ニ
ー
ク
な
宮
崎
地
方
の
医
療
史
を
編
纂
し
た
田
代
逸
郎
先
生

寓
崎
咲
科
大
学
名
誉
教
授

木
下

和

夫
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「
県
医
史
」
発
行
の
年
に
は
第
七
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
が
内
田
醇
会
長
の
も
と
で
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
膳
立
て
も

田
代
先
生
が
お
や
り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
期
に
宮
崎
県
医
史
懇
話
会
が
発
足
し
、
そ
の
後
毎
年
総
会
と
医
史
跡
探
訪
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
十
一
月
東
京
の
医
史
跡
探
訪
が
田
代
先
生
と
ご
一
緒
で
き
た
最
後
で
し
た
。

田
代
先
生
は
地
域
医
療
は
も
ち
ろ
ん
医
師
会
の
た
め
に
、
ま
た
医
学
教
育
、
看
護
婦
教
育
に
も
長
年
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
に
は
医
学
の
道
を
つ
い
だ
お
二
人
の
立
派
な
子
息
が
お
い
で
に
な
り
、
き
っ
と
『
医
史
学
」
の
方
で
も
後
を
お
継
ぎ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

最
後
に
生
前
の
御
厚
誼
に
深
く
感
謝
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

『
宮
崎
県
医
史
』
は
宮
崎
県
の
医
療
史
に
関
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
百
科
全
書
で
す
。
医
療
の
倫
理
が
最
初
の
部
に
三
十
四
ペ
ー
ジ
も
割
か
れ
て

い
る
の
が
目
を
引
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
高
鍋
藩
で
の
死
体
解
剖
、
牧
水
記
念
館
に
あ
る
種
痘
人
名
録
、
明
治
初
期
の
宮
崎
医
学
所
（
校
）
な
ど

な
ど
新
し
い
発
見
も
含
ん
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
『
宮
崎
県
医
史
』
は
多
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
、
昭
和
五
十
八
年
に
は
宮
崎
日
日
新
聞
文
化
賞
を
受
賞
し
、
昭
和
五
十
九
年
に
田
代
逸

郎
先
生
は
日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
米
国
医
学
図
書
館
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
医
学
部
図
書
館
に
収
め
ら

「
雄
大
な
理
想
と
繊
密
な
企
画
の
下
に
、
日
向
先
哲
の
偉
業
を
偲
び
、
碩
学
の
気
風
に
接
し
、
吾
々
医
人
が
明
日
の
医
学
に
対
処
す
る
道
標

を
思
索
し
た
い
」
と
い
う
の
が
田
代
先
生
の
大
き
な
目
標
で
し
た
。

本
は
県
内
外
の
医
師
、
郷
土
史
研
究
家
の
協
力
を
得
て
上
下
二
巻
二
四
八
五
ペ
ー
ジ
の
大
冊
と
し
て
昭
和
五
十
三
年
三
月
完
成
し
ま
し
た
。

田
代
先
生
自
身
多
く
の
部
分
を
執
筆
な
さ
い
ま
し
た
。
先
生
は
ま
た
人
に
喜
ん
で
仕
事
を
さ
せ
る
の
が
大
変
お
上
手
で
し
た
。
発
案
以
来
四

年
と
い
う
短
期
間
で
完
成
し
た
の
は
、
田
代
先
生
の
ご
努
力
の
賜
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
先
生
は
「
週
に
十
日
働
い
た
」
と
書
い
て
い
ら
っ

れ
ま
し
た
。

し
や
い
キ
ェ
リ
。


